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主 要 先 進 国 の 食 料 自 給 率
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注：ＪＡ全中 「ファクトブック２００７」より作成

農業の多面的機能の貨幣評価

４，７８２億土砂崩壊防止機能

８兆２，２２６億合 計

２兆３，７５８億保健休養・安らぎ機能

８７億気候緩和機能

１２３億有機性廃棄物処理機能

３，３１８億土壌浸食（流出）防止機能

１兆５，１７０億水資源かん養機能

３兆４，９８８億洪水防止機能

評価額（円／年）機 能



食 農 教 育 と は

食と農と地域と自然の関わりを重視し、農産
物が命を育み、成長していく過程を大切にしな
ながら、食への関心・興味を高揚し、食の大切
さ、食を支える農の役割、自らのくらしと社会
の営みとの関わり、地域の食文化、命と健康
の尊さなどに対する理解を広げ、深めること。
こうした取り組みを通じて、食と農、地域と
ＪＡを結び、食のあり方、農のあり方を変革して
いくことを目指します。



地 域

①農業体験・
「農」教育

ＪＡ食農教育の５つの分野と３つのターゲット

②地場産学校
給食

③生活文化・
「食」教育

④地産地消

⑤交流

学 校

家 庭



ＪＡグループ京都の食農教育の取り組み状況

・グリーンツーリズム・産地見学会

・お米ギャラリー

・農業塾

・生産者・消費者との意見交換会

（・夏休み子ども村の開催）

５．交流

・生協との産直・現地交流会

・農産物直売所、朝市等（府内502カ所）
・各種料理教室

４．地産地消

・ちゃぐりんフェスタ（料理教室等）

・ＪＡ親子ライススポーツ＆セミナー（サッカー）

・ＪＡ親子ごはん料理教室＆セミナー

・ごはん・お米とわたし図画コンクール（全国6千･本府381点応募）

３．生活文化・「食」教育

・地場産米・野菜等食材の供給

・学校給食センターの受託
２．地場産学校給食

・田植え・稲刈り体験学習

・バケツ稲づくり体験（全国55万セット、本府6千セット配布）
・小学校への出張講座

・市民・学童農園

１．農業体験・「農」教育

取り組み内容項 目



お米学習教室
（田植え･さつまいも定植体験）

平成19年6月2日 氷室の郷（南丹市）



お米学習教室（稲刈り･搾乳体験）
平成19年9月30日

氷室の郷（南丹市）



ＪＡ親子ライススポーツ＆セミナー
平成19年10月27日
京都府立山城総合運動公園 太陽が丘



ＪＡ親子ごはん料理教室＆セミナー
平成19年11月11日

京都調理師専門学校



学校給食用耕作水田



第３１回「ごはん・お米とわたし」図画コンクール 入賞作品


